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三沢市教育委員会 令和２年度 ９月定例会 

 

１ 日  時  令和２年９月２９日（火）   ９時５７分 開会 

                      １０時０６分 閉会 

 

２ 場  所  三沢市役所 別館４階 第１研修室 

 

３ 出席委員 

    教 育 長                 冨 田   敦 

委   員                 立 花   肇 

    委   員                 相 沢 靖 恵 

    委   員                 黒 沢 のぞみ 

    委   員                 本 江   宏 

 

 

４ 出席職員 

  教育部長                  小 泉 厚 子 

  教育総務課 課長              種 市 明 人 

  教育総務課 副参事兼課長補佐        佐 藤 英 一 

学務課   課長補佐兼学務係長       田 代 まゆみ 

学校教育課 課長              太 田 浩 之 

学校教育課 課長補佐            江 渡   勇 

生涯学習課 課長              山 本 京 子 

生涯学習課 課長補佐            池 田   修 

  学校給食センター 所長           小 島 一 人 

  学校給食センター 所長補佐         宮 古 順 一 

  教育総務課 副参事兼課長補佐（書記）    今 村 多美代 

  教育総務課 教育総務係長          鳴 海   拓 

 

５ 傍聴者  ０名 

 

６ 議事日程 別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 



- 2 - 

 

【別紙】 

 

三沢市教育委員会 令和２年度９月定例会 議事日程 

 

第１ 開会 

 

第２ 会議録署名委員の指名 

 

第３ 会期の決定 

 

第４ 前回会議録の承認 

 

第５ 報告案件 

 報告第１１号 令和２年三沢市議会第３回定例会について 

 報告第１２号 総務文教常任委員会所管事務調査について 

 報告第１３号 教育長の主な活動報告（８月～９月）について 

 

第６ その他 

 

第７ 閉会 
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開会   ９時５７分 

                   

○日程第１ 開会 

 

■冨田教育長 

出席委員は定足数に達しておりますので、

委員会は成立いたします。 

ただ今から、令和２年度９月定例教育委員

会を開会いたします。 

お手元に配付してある議事日程により、会

議を進めます。 

 

                   

○日程第２ 会議録署名委員の指名 

 

■冨田教育長 

会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、黒沢委員と本江委員を

指名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

                   

○日程第３ 会期の決定 

 

■冨田教育長 

会期についてお諮りいたします。 

会期は、本日２９日の１日でよろしいでし

ょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

それでは、本日の１日といたします。 

 

                   

○日程第４ 前回会議録の承認 

 

■冨田教育長 

前回会議録の承認についてお諮りいたし

ます。 

前回の会議録は、お手元に配付しておりま

すが、会議録のとおり承認としてよろしいで

しょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議ございませんので、承認といたしま

す。 

 

                   

○日程第５ 報告案件 

 

■冨田教育長 

続いて、報告案件に移ります。 

報告第１１号 令和２年三沢市議会第３

回定例会についてを議題といたします。 

事務局より、説明をお願いします。 

 

■教育部長 

 私からは、今月開催されました市議会第３

回定例会の、教育に係る一般質問と答弁内容

について、概要をご報告いたします。 

今回は下山議員さんから２点質問がござ

いました。 

１点目の「小中学校でのコロナウイルス感

染症対策における学校行事、課外特別行事等」

については、２学期は運動会、修学旅行等た

くさんの学校行事があり、児童生徒を大きく

伸ばすことができる時期であることから、各

教科等の授業を大切にしながらも、様々な教

育的効果が期待できる学校行事を、感染症対

策をしっかりと行いながら、できるだけ実施

して参りたいと答弁しております。 

２点目の「小中学校における熱中症対策」

については、特に、体育の授業や屋外での活

動時は注意が必要であり、人との距離を保っ

た上でマスクを外しても良いことや、活動前

後の健康観察や水分補給をしっかりと行っ

ているところであります。また、各学校に設

置している「暑さ指数計」を活用して、外で

の活動を実施するかどうかを判断し、気象状

況によっては熱中症対策を優先することを

お願いしております。 
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設備対策としては、５月に冷房設備がない

学校の普通教室に、扇風機が２台以上配置と

なるよう補充を行い、更に、７月末には、５

２台の大型冷風機を学校規模に応じて配置

し、２学期からの教育活動実施に備えてきま

した。今後とも学校や家庭と連携し、校内で

の教育活動はもとより、体育館や屋外での熱

中症対策にも、きめ細かに取り組んで参りた

いと答弁しております。 

以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の報告に対し、委員の皆様から、ご

質問等ございますか。 

 

■立花委員 

 大型冷風機を学校に５２台設置したとの

説明でしたが、リースですか、それとも購入

したのですか。 

 

■教育総務課長 

 大型冷風機は、購入という形にしました。 

 

■冨田教育長 

 補足いたしますと、リースの場合、１か月

間のリースはなく、最短で半年位の契約にな

ります。夏の時期しか使用しないため、リー

ス代が無駄になりますので、買い取りという

形にしました。 

その他、ございませんでしょうか。 

 

■本江委員 

 マックテレビでも、議会の一般質問を観て

いましたが、今の報告からも質問された下山

議員さんは、学校の立場から質問されていて、

嬉しく思いました。学校を大変案じてくれて

いるという事を感じさせてくれる質問でし

た。そして、答弁された教育長さんも大変分

かりやすく答えてくださり非常に良かった

と思いました。 

 以上です。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、報告第１１

号 令和２年三沢市議会第３回定例会につ

いての報告は、終わりといたします。 

 

次に、報告第１２号 総務文教常任委員会

所管事務調査についてを議題といたします。 

事務局より、説明をお願いします。 

 

■教育部長 

 報告第１２号についてですが、去る８月２

７日に、市議会総務文教常任委員会の所管事

務調査がございました。案件は、「１．小中

学校での新型コロナウイルス感染症対策に

ついて」、「２．ＧＩＧＡスクール構想の進捗

状況について」の２件について、資料をもと

に学校教育課長及び教育総務課長が説明を

しました。 

概要につきましては、両課長がご報告いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

 

■学校教育課長 

 報告第１２号 総務文教常任委員会所管

事務調査について、常任委員会で説明した内

容の概要を説明いたします。 

 お手元の資料の２ページをご覧ください。 

 はじめに、これまでとってきた「新型コロ

ナウイルス感染症に関する対応」として「臨

時校長会を１５回開催し、校長と協議しなが

ら状況に応じた対応を着実に進めてきたこ

と」また「三沢市のこれまでの対応について」

説明しました。対応の主なものに、破線のリ

ーダーを引き、ページを表示しました。各種
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行事の中止や延期等、校長会と協議の上、教

育委員会から学校に通知した内容で、その主

なものを４ページと５ページにまとめまし

たのでご覧ください。 

 教育委員会では、主管事業や学校の行事等

を感染症対策を取りながら工夫して、できる

だけ実施する方向で検討しました。一方で、

児童生徒や教職員の感染の防止もしなけれ

ばならないため、中止や延期をすべきところ

はしっかり対応しました。①の学校教育課に

よる１学期の計画訪問の中止、②③④は、こ

の段階で３蜜を防ぐことが難しいと判断し

た４月の授業参観、１学期運動会の自粛、小

学校陸上競技大会の中止、東部上北小・中学

校教科研修会の中止、５ページの⑤は修学旅

行の実施について、⑥は教育実習生の受け入

れについて説明しました。特に、⑤の修学旅

行については、６ページに指針を掲載し、「修

学旅行実施に向けた三沢市教育委員会の考

え」を示しました。この内容については、以

前の教育委員会で説明したとおりです。 

 続きまして、７ページから１４ページまで

は、教育委員会が国のマニュアルを基に作成

した衛生管理マニュアルです。２学期、各学

校ではこの８月２１日版のマニュアルを基

に感染症対策をとっていることを説明いた

しました。 

 １５ページには、感染症対策を行った上で

の熱中症対策を載せています。 

 次に、１６ページをご覧ください。こちら

は各学校に配布した非接触型体温計、検温タ

ブレットの一覧です。学校規模に応じて配布

し、児童生徒や教職員、来校者等の検温に役

立てています。 

 ここまで説明しました学校での感染症対

策について、マックテレビのニュースとして

放映された木崎野小学校の検温タブレット

の使用、岡三沢小学校の１日の流れを映像で

紹介いたしました。 

 次に、１７ページをご覧ください。「新型

コロナウイルス感染症が発症したときの対

応」について説明しました。対応の具体的な

動きを説明するとともに、感染者・濃厚接触

者及びその家族が差別、偏見、いじめ、誹謗

中傷の対象とならないように十分に配慮す

ることを念頭に置いて、対応することを説明

いたしました。 

 次に、１９ページをご覧ください。実際に、

学校関係者に陽性者が出たときを含め、普段

から感染拡大防止のための正しい知識や技

術を身に付けるために保健管理研修会を実

施しました。こちらも以前の教育委員会で説

明したとおりです。 

 このようにして、教育委員会では、新型コ

ロナウイルス感染症に対するリスクマネジ

メント、クライシスマネジメントを学校や関

係機関と連携しながら行い、今後も、拡大防

止策をとりながら児童生徒を伸ばすための

教育活動を実施できるように進めていくこ

とを説明いたしました。 

 以上、小中学校での新型コロナウイルス感

染症対策についてでした。 

 

■教育総務課長 

 次に「ＧＩＧＡスクール構想の進捗状況に

ついて」ご説明いたします。 

お手元の資料２２ページをご覧ください。 

文部科学省は、ＩＣＴを基盤とした先端技

術等の効果的な活用を図るため、児童生徒１

人１台の学習用端末と高速大容量の通信ネ

ットワークを一体的に整備する「ＧＩＧＡス

クール構想」を推進しており、教育委員会と

いたしましても、国の補正予算を活用し、本

年６月議会及び７月臨時議会にて、必要な予

算の補正を行い、事業の推進を図っておりま

す。 

当市の教育のＩＣＴ化に係る整備年次計

画でありますが、昨年度から市内小中学校２



- 6 - 

 

校をモデル校に選んでタブレットを使用し

た学習に取組んでおります。令和２年度の計

画につきましては、当初令和４年度に完了予

定であった学習用端末の整備を令和２年度

に前倒しして、全児童生徒１人に１台整備す

ることとなっており、令和３年度からの運用

に向け、授業支援ソフトの導入やＩＣＴ支援

員の配置により、効果的に活用されるよう取

組んで参りたいと説明いたしました。 

次に、資料の２３ページをご覧ください。 

ＧＩＧＡスクール構想に係る設備機器の

内容ですが、左上から情報通信ネットワーク

を整備する教室数、充電保管庫、タブレット

端末、大型ディスプレイの台数となっていま

す。その下にイメージ図を掲載しております

が、必要な機器を整備した教室で、教員や児

童が一人一人、タブレットを操作して課題に

取り組む様子になります。個々の教室には、

大型テレビ、充電保管庫が配置され、おのお

ののタブレットは、無線ＬＡＮで通信ができ

る環境となっており、テレビ画面に映し出さ

れた映像を用い、学習成果の発表も可能と説

明いたしました。 

次に、資料の２４ページをご覧ください。 

ＩＣＴ機器の活用については、「三沢市教

育振興基本計画」の政策目標の「安心・安全

で、質の高い教育環境の充実」に基づき、時

代や社会環境の変化に対応した質の高い教

育が受けられる環境づくりを推進すること

になります。ＩＣＴ機器の授業での活用を通

して、世の中の様々な情報や情報技術を適切

かつ効果的に活用して、自ら問題を発見・解

決したり自分の考えを形成していく情報活

用能力を伸ばしていきたいと考えています。

また、そのための教育課程の編成、教員向け

の研修会の開催により支援体制を整えてい

きたいと説明いたしました。 

次に、２５ページをご覧ください。 

「ＩＣＴに関する教員対象の研修」ですが、

今年度は，夏季休業中に三つの研修会を実施

しました。小中学校理科研修会では、スクラ

ッチというソフトを使用して、プログラミン

グ的思考について研修を行いました。小中学

校算数・数学研修会では、ＧＲＡＰＥＳとい

うソフトを使用して図形を描き、それを動か

して児童生徒が考えを深める学習をするた

めの研修を行いました。小学校プログラミン

グ研修会では、今年度導入したマイクロビッ

トというソフトを使用して、プログラミング

教育の演習を行いました。これらは、全て次

年度からのタブレット端末でも活用できる

内容と説明いたしました。 

次に、２６ページをご覧ください。 

「タブレット型端末の活用事例」について

は、モデル校として先行して実践した上久保

小学校の活用事例を紹介しました。 

１番目は、理科の授業でタブレット端末を

大型テレビにつなぎ、ＮＨＫの動画を導入時

の提示用資料として活用した学習の事例で

す。 

２番目は、国語の授業で児童が選んだ詩を

朗読したものを２～３人１組でタブレット

端末に録音し、これに効果音を付ける学習の

事例です。 

３番目は、体育の授業で児童が跳び箱運動

をする際、動画撮影をしてもらい、自分の跳

び方を振り返り、修正する学習の事例です。 

４番目は、タブレット型端末に入っている

ドリル教材を１人１台で活用した事例で、教

員の負担軽減にもつながるものと説明いた

しました。 

以上でございます。 

 

■冨田教育長 

 ただ今の報告につきましては、資料が多く

て大変ですが、委員の皆様から、ご質問等ご

ざいますか。 
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■黒沢委員 

 感想になりますが、新型コロナウイルス感

染症への取組についての資料が、非常に良く

まとめられていると思いました。これまでに

経験したことがないことが、一気に訪れたわ

けですが、私は、何度もこの場でお話してい

ますが、三沢市の教育委員会の取組について

は、高く評価すべきであると思います。それ

ぞれの校長先生方は、三沢市外の先生もおり

ますので、三沢市としての動きには不慣れな

方もいらっしゃると思います。その中で今ま

で経験のない事に対して、どのように判断し

たら良いかと悩まれたと思います。 

話は、変わりますが、ある研修会で「集団

と組織」の違いについて、問われたことを今

思い出しました。「組織」としての取組は、

本当に評価されるべきだと思います。コロナ

対策としての目的はどこも一緒ではあると

思いますが、効果ですとか、効率性とか、や

はり三沢市民をイメージして、学校だけでは

なく、三沢市としてその土台をしっかり固め

た組織の作り方は、また、繰り返しになりま

すが、大変評価しております。その成果等を

時系列にまとめた資料は、今後の財産になる

のではないかと思いました。 

この後もコロナ感染症の状況がどうなる

かわかりません。コロナだけでなく何が起こ

るかわかりませんが、そういった時に活きて

くるのがこの組織力だと思います。この組織

力を改めて皆さんが各自、認識されて今後も

活かせるような組織作りを継続させていた

だきたいと思います。この資料の２ページと

３ページの一覧は、大変参考になりました。 

ありがとうございました。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございました。大変お褒めをい

ただき、また頑張る力が湧いてきました。 

その他、ございませんでしょうか。 

■相沢委員 

 私も、感想になりますが、コロナウイルス

感染症対策についての資料を見て、今までど

ういうことをしてきたかという事を振り返

ることができました。学校はもちろんですが、

市民の方にも不安をなるべく抱かせないよ

うに前もって方針を打ち出してきたことな

どで安心につながったと思います。教育委員

会としての指針を出すタイミング等も良か

ったと資料を見て改めて思いました。 

細かい点を言えば、マスクの着用や校内の

消毒作業に関しても、継続していく上で臨機

応変に対応して、必要以上には行わないこと

を意識していくことが大事であると考えま

したが、資料にも明示しておりますので、保

護者にも理解して貰えると思いました。 

状況も夏の頃とは違ってきていますが、ま

たその時々に応じて必要なことをして、必要

以上の消毒作業を行わないように、先生方も

負担や不安に感じないように浸透させるこ

とが大事であると思いました。状況に応じて

見直して、その時に必要な事をするというこ

とを浸透させていくという方向でやってい

ただければ良いと思いました。 

 また、ＩＣＴに関しても、プログラミング

の研修会資料で、タブレットの具体的な使い

方が見えてきて、イメージすることができま

した。国語や体育などは、主体的に学ぶこと

をやっていると思いますが、それにつながる

ような方法で、教育の大きな方針に沿った良

い活用方法ができていると思いました。今後

も是非研究していただいて、より良い方法で

のステップアップをお願いします。 

 以上です。 

 

■立花委員 

 ＩＣＴに関してですが、小学校１年生から

１人に１台の配布で、使用していくのですか。 
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■学校教育課長 

 はい、１人 1台の配付となりますので、小

学校１年生から、授業の中で活用していきた

いと考えております。 

 

■冨田教育長 

 若干補足しますが、全児童生徒に配付され

ますが、学年によって、当然タブレットの使

用頻度や授業内容を変えて指導していきま

す。国でもＩＣＴ化の施策を重点的に進めて

いく担当省庁も設立されているようです。 

義務教育の特に小学校低学年のあたりに、

どの程度、どういう風にということを考えて

いくことが大事であると思います。タブレッ

トを使った授業の効果は、もちろんの事、昔

ながらの子供たちが鉛筆を舐めながらノー

トに写す授業の効果もありますので、十分に

見極めていくことが大事になります。保護者

にもタブレットの活用については、ある程度

の形にして示して、理解をしていただかない

と、タブレットを活用した授業だけが先行さ

れていくのではないかと誤解を招くことに

なりますので、理解をしていただくことが大

事になります。 

その他、ございませんでしょうか。 

 

■本江委員 

 元体育人の端くれとして、学校教育課さん

にお願いです。体育の授業で、タブレットを

活用し、自分を振り返り技を修正していくこ

とは、大変効果があると思っております。こ

れは、もう４０年位前から、行っている方法

ですが、使い方によっては、体力の低下につ

ながる場合があります。先生方も十分に分か

っていることとは思いますが、タブレットを

使って指導することで、動画を見る時間が増

えますので、体を動かす時間が短くなります。

それらのことから体力低下にならないよう

に有効に使用していたければ良いと思いま

した。 

 以上です。 

 

■冨田教育長 

 ありがとうございます。 

本江委員が、指導主事で学校にいた時に、

体育の時間にビデオカメラで撮影して自分

の技術や技能を高めていくというのが流行

っていた時代があり、例えば、空中展開をす

るときにビデオを見ることにより、時間内に

７回できることが３回しかできなかったと

いうことを思い出されての心配であったと

思いますが、学校でも十分に分かっておられ

ると思います。 

その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、報告第１２

号 総務文教常任委員会所管事務調査につ

いての報告は、終わりといたします。 

 

次に、報告第１３号 教育長の主な活動報

告（８月～９月）についてを議題といたしま

す。 

事務局より、説明をお願いします。 

 

■教育総務課長 

 お手元の資料をご覧ください。 

令和２年８月の主な活動につきましては、

３日月曜日は、第２回三沢市行政経営会議に

出席しました。４日火曜日は、三沢市社会教

育委員会議に出席しました。１７日月曜日は、

令和２年度三沢市戦没者追悼式に参列しま

した。１８日火曜日は、第１９回花壇コンク

ールとして、市内小中学校での審査を行いま

した。また、同日、三沢市功労者等表彰審査

会委員の辞令交付式、審査会に出席しました。

２０日木曜日は、三沢市小中学校校長会の令

和３年度要望事項の説明を受けました。２６

日木曜日は、三沢市選出県議会議員に対する
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令和３年度三沢市重点事業要望に関する説

明会に出席しました。２７日木曜日は、総務

文教常任委員会の所管事務調査に出席しま

した。２８日金曜日は、小中学校校長会の「教

育委員との語る会」に出席しました。 

９月の主な活動につきましては、１日火曜

日は、三沢市議会第３回定例会の提出議案に

係る記者会見での対応を行っております。３

日木曜日は、青森県立高等学校教育改革推進

計画に関する意見交換会に出席しました。４

日金曜日は、三沢市連合ＰＴＡからの「マウ

スシールド」の寄贈式を行っております。７

日月曜日からは、三沢市議会第３回定例会の

開会、一般質問に対する答弁書検討会を経て、

一般質問、特別委員会での対応を行っており

ます。１８日金曜日は、令和３年度三沢市重

点要望に関する三沢市議会議員説明会に出

席しました。２４日木曜日は、みちのく銀行

労働組合からの「学校図書購入」のための寄

附金寄贈式を行っております。２９日火曜日、

本日の午後ですが、三沢市教育委員による社

会教育施設等の視察研修を行う予定になっ

ております。 

以上で説明を終わります。 

 

■冨田教育長 

 私からは、９月３日に行われた、青森県立

高等学校教育改革推進計画に関する意見交

換会についての概要をご説明したいと思い

ます。 

 まず、資料７の中学校卒業者数及び県立高

等学校募集学級数の見込みの一覧ですが、Ｒ

９年度は、Ｒ４年度と比べてどの位の人数が

減るのか、Ｒ９年度には学級数をどれだけ減

らさなければいけないのかという資料です。

比べると上段の県全体では、Ｒ９年度は９８

１人減となり、約１，０００人近く減り、上

北管内では９７人少なります。下段の募集学

級については、県全体では、１９学級を減じ

る予定で、上北管内では３学級を減じなけれ

ばならないということになります。 

 次のページは、令和４年度時点での上北管

内の学校配置状況です。それぞれの学校の前

に重点校、地域校、拠点校と項目があります。

第１期では、三沢高校は英語科を廃止し、学

級数が５、三沢商業高校は、１学級減じられ

ておりますので、３学級ということです。今

後上北管内では、第２期の中で３学級減じて

いくことになります。 

次のページは、私の学校規模・配置につい

ての意見を述べたメモです。三沢高校と三沢

商業高校を存続させることを念頭において

の意見としました。 

１つ目に子供たちの選択肢の維持という

ことで、「重点校を各地区に配置するととも

に、農業科、工業科、及び商業科の拠点校を

全県的なバランスを考慮して配置する」と配

付資料にあるので、地元中小企業の即戦力あ

るいは地域活動の担い手育成のために、地区

ごとに普通高校、農業高校、工業高校、商業

高校をしっかり配置願いたい。 

 ２つ目に困り感や課題を抱えた子供たち

への配慮ということで、三沢市あるいは近隣

の町村の中学生にとっては、三沢高校の定時

制で救われていた子が大変多い。色々な事情

で少し回り道をしている子供たちが、時間を

かけていただき、ゆっくりとだが意欲や希望

を高め、次のステージに進み、保護者が喜ん

でいる声や姿が、私共にも届いているので、

何とか、維持・強化をお願いしたい。 

 以上の事を最初に述べ、流れの中で、「重

点校の変更はあるのか」「３学級減の案作成

の基準には、入試の倍率、進学の利便性を観

点として良いのか」を確認しました。 

 次のページは、今後の見通し・スケジュー

ルですが、１２月と翌年２月に意見交換会が

予定されています。その中で、県教委から３

学級減の案をいくつか提示するそうです。今
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回、三沢高校と三沢商業高校の合併はないと

思われますが、下位の案として、学級数減の

案は出される可能性はあるかもしれません。

そして、令和２年度末には、意見交換会の取

りまとめ、令和３年度には、第２期実施計画

の構成案の作成や公表となり、令和４年度中

に県教委の案を提示するのかなと思ってい

ます。一応そのような動きであるという事を

皆様にお知らせしておきます。できる限り三

沢市の２校存続については頑張っていかな

ければならないと思っています。 

 以上報告でございました。 

 

それでは、ただ今の私の報告に対し、委員

の皆様から、ご質問等ございますか。 

 

■立花委員 

 三沢高校定時制の存続については、どのよ

うな感触でしょうか。なくなる傾向か、維持

していけそうなのかお知らせいただければ

と思います。 

 

■冨田教育長 

 定時制については、それぞれの教育事務所

管内に不公平なく、１校ずつ配置されていま

す。今は、定時制だけでなく、通信制だとか、

通級制とかとバリエーションが出てきてい

ます。 

現在のところ、三沢高校は、私の記憶だと

倍率が半分弱位で、４割から５割位だと思い

ます。その倍率が他地区の定時制より低いと

いうことはないので、三沢高校の定時制をど

うこうという話にならないと思います。全体

的に定時制のあり方などの見直しがあるか

もしれませんが、今の状況ではなくなること

はないのではないかと思います。ただし、こ

れはあくまでも私の感想です。 

 その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、報告第１３

号 教育長の主な活動報告（８月～９月）に

ついての報告は、終わりといたします。 

 

                   

○日程第６ その他 

 

■冨田教育長 

 続いて、その他に移ります。 

委員にお知らせする事項をお手元に配付し

ておりますので、学校教育課からお願いしま

す。 

 

■学校教育課長  

 では、学校教育課から、その他の報告事項

を説明いたします。 

 まずは、令和２年度「ゆめチャレ教室！」

ですが、地域の教育力を活用し、児童に「ゆ

め」実現のための目的意識をもたせ、日々の

学習の意欲につなげることを目的に開催い

たします。日時等ですが、１０月１５日三沢

市公会堂の大ホールで、市内全小学校６年生

３４３名を対象に実施する予定です。昨年度

までの数年間は、１５名ほどの講師を招いて、

ワークショップ形式で実施しました。今年度

は、コロナウイルス感染症対策のため、大ホ

ールのみを使用し、パネリストをサッカー選

手、調理師、薬剤師、幼稚園職員の４名とし

て、それぞれの職業について映像を用いて紹

介します。その後、パネルディスカッション

形式で、それぞれの職業観について話して貰

います。休憩の後、後半は「生き活き健康講

話」として「子どもにとっての眠ること」と

題して公立七戸病院小野正人院長から講義

をしていただきます。こちらは「眠育・食育

のススメ」推進事業の一環として健康で依存

に負けない生活習慣づくりの一助として行

うものです。多くの小学生が集まりますので、

コロナ対策をしっかり行い、実施したいと考
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えております。 

 続きまして「令和３年度青森県立高等学校

入学者選抜の日程等について」ですが、次の

ページをお願いします。県立の高等学校、三

本木高等学校附属中学校、特別支援学校の入

学者選抜の日程を載せてあります。例年と違

う部分は、県立高等学校の欄の３番目にあり

ますが、新型コロナウイルス感染症対策で追

検査を３月１０日に実施すること、同様に３

段目になりますが青森第二養護学校及び八

戸高等支援学校の産業科についても追検査

を２月９日に実施することです。そのほかは、

例年どおりとなります。 

 以上２つの報告でした。 

 

■冨田教育長 

その他、各課から報告等ございませんでし

ょうか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ただ今の報告に対し、委員から

ご質問等ございますか。 

（「なし。」と声あり） 

それでは、ないようですので、その他につ

いては、終わります。 

 

最後に委員の皆様から教育委員会の事業

について、確認したい事やご意見、ご感想等

をいつもの順番でお願いします。 

 

■本江委員 

 先般行われました、中学校の新人戦につい

て、三沢勢が大変健闘しておりました。野球

とテニスは、雨天のため予定通り進行せず、

平日に行われておりましたが、うまくいった

ようで三沢勢は、健闘しておりました。子供

たちは、色々な状況の中で自校のために、頑

張っていて良かったと思います。 

また、木曜日に第一中学校と堀口中学校の

運動会が開催されると聞いていますが、子供

たちの練習風景を見ていて中学生からの元

気を貰いました。 

学校も非常に頑張っています。これからも

よろしくお願いします。 

以上です。 

 

■黒沢委員 

 ８月末に、小中学校校長会と教育委員が語

る会に出席いたしました。今回は例年と違い

６つ位の島に分かれてお話しする機会があ

りました。いつもの会より発言でき、その感

想の中で、自分たちが気付かなかった視点を

感じることができたと校長先生がおっしゃ

っていたので、今回の形での開催に効果があ

ったと思いました。 

その中で、いくつか質問を受けました。来

年度の行事について、どのようなイメージを

持たれていますかという質問でした。学校で

は来年度の計画をこれから立てると思いま

すが、感染症対策を意識した計画か、例年通

りの計画か、どちらにしたら良いのかとお考

えになっていると思いました。 

私がお答えしたのは、今回制約が多い中で、

何を目的として、何を大切にして、何を残す

かという事を今年ほど、考えたことがなかっ

たと思います。卒業式から始まり、短い時間

の中でも子供たちは多くのものを創り上げ

てきたと思います。子供たちの持てる力を信

じる場面も多かったと思います。来年度は、

今までにない子供たちのため、地域のために

新たな場面を見ることができると思いまし

たので、イメージとしては、昨年度とは同じ

ものではない計画だと思いますとお答えし

ました。 

今回を機に見えてきたものは、確実にある

と思うので、それが活かされた、来年度の計

画は楽しみです。よく、ＰＤＣＡと言います

が、これまでの事を評価して、振り返り、新

たなスタートをまた切っていただけたら良
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いと思いました。 

以上、語る会に参加しての感想です。 

 

■相沢委員 

 私も、校長会と語る会に参加しまして、校

長先生に確認したことがありました。昨年度

末と今年度初めに臨時休業したことで授業

の遅れがあったのか、あったとすれば、今は

どのような現状ですかとお聞きしましたら、

遅れは、８月の段階で既に解消されていて、

運動会や修学旅行を２学期に変更するため、

時間を取られるので、そのようなことを見越

し授業を進めていて、若干、むしろ少し進ん

でいるとのことでした。早めの対応で、計画

的な方法でしっかりやられているので安心

しました。子供たちも授業が早く進んでいて

大変だとかという事がないとのことで、その

ことについても安心して聞きました。 

 最近、校庭などの外の様子や歩いている子

供たちをたまに見かけますが、感染症対策と

言っても、外ですとのびのびと遊んでいて、

公園でも楽しくそれなりの人数で遊んでい

る様子が伺えました。公園によっては、ベン

チにロープを張って人が集まれないように

工夫していて、三沢市でも感染症に配慮して

くれています。全体として、子供たちが、明

るく、楽しく、のびのびと遊んでいるのが感

じられましたので安心いたしました。 

 以上感想です。 

 

■立花委員 

 先ほど、本江委員からも中体連新人戦につ

いてお話がありましたが、私も新聞で野球を

見ましたけれど、決勝戦で２校連合と３校連

合と掲載されていました。どの部活もバラン

スがうまくいかず、来年以降どうなるのかと

思いました。部活に対しての選択肢が、バラ

ンス良くならないかと思いました。実際、連

合チームになると、練習場への移動などで保

護者の負担が大きくなり、対処できなくなり

辞めざるを得なくなってしまうのではない

かと心配です。人の話で確認は、していませ

んが、３年生も参加した競技があったという

ようなことを聞いていました。 

 また、修学旅行も、各学校で実施されてい

ると思いますが、先日、おおぞら小学校の父

兄と話をする機会がありまして、岩手に行っ

てきて非常に楽しかったと言っておりまし

た。近隣校の修学旅行ではどうしても北海道

に行きたいので、もし行った先で症状が出た

場合、親が責任を持ち、北海道まで行って看

護するということで親の承諾を取ったとい

う学校があると聞きました。学校訪問の時に、

大規模校では、宿泊先がないと言っていまし

たが、現状はどうでしょうか。 

 

■冨田教育長 

 今のご質問は、修学旅行での大規模校の宿

泊先がどうなっているかということですね。 

では、修学旅行の現状をお知らせしてくださ

い。 

 

■学校教育課長 

 現在終わったのが、１２校のうち２校で、

おおぞら小学校と岡三沢小学校の大規模校

で、岩手県を中心として終わっております。

このような状況ですので、宿泊先が大分空い

ておりまして、非常に楽しかったということ

で健康状態にも異常がなく、無事に終了して

おります。 

１１月からは中学校が、東北地方を中心と

して、遠いところでは、北関東の日光となっ

ており、既に宿泊先は確保できているという

現状です。 

 

■立花委員 

 政府でも、ＧОＴＯキャンペーンを進めて

いるので、人の動きがあり、観光地がにぎわ
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っているようです。十分注意して、楽しい思

い出を創っていただきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

■冨田教育長 

 コロナウイルス感染症に関しては、状況が

どんどん変わってくるので、それに合わせた

配慮をすることとして、例えば、見学先をち

ょっとずらすとかして調整できるところは、

調整しています。特にマスクや消毒、手洗い

やうがいなどを徹底して行い、業者さんや宿

泊するホテルにも対策を徹底して行ってい

ただくこととしております。後は、もう祈る

しかないというような状況です。皆さんも同

じ思いだと思います。立花委員がおっしゃっ

ていたように、東京方面の国の施策も始まり

ますので、旅行先では、沢山の方と触れ合う

とか接触する場面なども相対的に多くなる

と思いますので、対策を学校や業者さん、そ

して個人でも対策を徹底していくことを大

事にしていきたいと思います。 

 

 その他、ございませんでしょうか。 

（「なし。」と声あり） 

以上で、日程は全て終了いたしました。 

これを持ちまして、９月定例教育委員会を

閉会いたします。 

１０月定例会の日程ですが、１０月２７日 

火曜日 午前１０時に開催したいと考えて

おりますがいかがでしょうか。 

（「異議なし。」と声あり） 

ご異議がございませんので、１０月定例会

は、１０月２７日 火曜日 午前１０時から

といたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

                   

 

閉会  １０時０６分 

 

 

■会議録署名者 

 

 教育委員  黒 沢 のぞみ 

 

 教育委員  本 江   宏 

 

 書  記  今 村 多美代 

 

  


